
 

平成 25年 7月 12日 

各  位          
         会 社 名  株式会社テー・オー・ダブリュー 

代表者名 代表取締役社長兼最高執行責任者 
（COO） 江草 康二 

          (コード番号：4767 東証第一部） 
問合せ先  常務取締役兼執行役員管理本部長 

木村 元 
            ＴＥＬ   03－5777－1888 

 
 

平成 25 年６月期の業績予想の修正および平成 26 年６月期の業績予想についてのお知らせ 

 

 当社は、平成 25 年７月 12 日開催の定時取締役会において、平成 24 年８月６日に公表しました平成 25 年６

月期の業績予想の修正および平成 26 年６月期（平成 25 年７月１日～平成 26 年６月 30 日）の業績予想につい

て決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 25 年６月期の業績予想の修正について 

（１）平成 25年６月期通期連結業績予想の修正（平成 24年７月１日～平成 25年６月 30日）  （単位：百万円）  

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 12,650 826 831 463 40.62

今回修正予想（Ｂ） 12,361 857 871 492 43.18

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △288 30 40 29 －

増 減 率 （ ％ ） △2.3 3.8 4.9 6.3 －

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 24年６月期） 

 

13,935 973 987

 

508 44.61

 

（２）平成 25年６月期通期個別業績予想の修正（平成 24年７月１日～平成 25年６月 30日）  （単位：百万円）  

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 12,080 689 822 510 44.76

今回修正予想（Ｂ） 11,800 629 773 489 42.98

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △279 △59 △48 △20 －

増 減 率 （ ％ ） △2.3 △8.7 △5.9 △4.0 －

（ご参考）前期実績 

（平成 24年６月期） 

 

13,537 740 796

 

413 36.25

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）修正の理由 

当連結会計年度の国内の広告業界におきましては、上半期（４～９月）は震災の反動増もあり前年同期比で

堅調に推移しましたが、下半期（１０～３月）は景気の先行き不透明感から広告需要に減速感が見え始め、弱

含みに推移しました。 

このような事業環境の中、当社の上半期の連結業績は飲料・食品メーカーならびに携帯キャリア（スマホ）、

自動車メーカーなどのプロモーション・広報案件を積極的に取り込んだ結果、売上で67億49百万円（前期比1.2％

減）と、比較的堅調に推移しましたが、下半期につきましては地方の不振等により失速し、厳しい状況で推移

しました。この結果、通期の売上高は前回公表した数値を下回る結果となりました。営業利益、経常利益、当

期純利益につきましては、公表値は上回る見通しとなりました。 

 

２．平成 26 年６月期の業績予想について 

（１）平成 26年６月期通期連結業績予想（平成 25年７月１日～平成 26年６月 30日）     （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 
当期純利益 

今 回 発 表 予 想 10,869 492 496 270 23.71

（ご参考）前期業績予想 

（平成 25年６月期） 

 

12,361 857 871

 

492 43.18

 

（２）平成 26年６月期通期個別業績予想（平成 25年７月１日～平成 26年６月 30日）     （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 
当期純利益 

今 回 発 表 予 想 10,544 408 541 348 30.61

（ご参考）前期業績予想 

（平成 25年６月期） 

 

11,800 629 773

 

489 42.98

 

（３）業績予想の概要 

 今後の見通しにつきましては、政府の経済政策への期待感から株価の回復や、円安を背景とした輸出改善な

ど明るい兆しが見え始めてはきましたが、欧米や新興国諸国の景気の下振れリスクについては予断を許さない

状況が続いております。 

 国内広告市場につきましては、平成 25年度（４月～３月）通期の国内総広告費は前年度比で 3.4％の増加と

予測（日経広告研究所平成 25年７月発表による。）されており、やや上向く予測ではありますが、企業経営環

境は引き続き予断を許さない状況が続くと思われます。 

 このような環境の中、当社としましては引き続き積極的な営業活動に注力してまいりますが、現状の社内の

状況から、平成 25年６月期の下半期の業績が実力値を測るベースと判断し平成 26年６月期の業績予想を策定

しました。その結果、平成 26年６月期の連結業績につきましては、売上高 108 億 69 百万円（前連結会計年度

12.1％減）、営業利益４億 92百万円（同 42.6％減）、経常利益４億 96百万円（同 43.0％減）、当期純利益２億

70百万円（同 45.1％減）を見込んでおります。 

  

※上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内

在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


